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平
成
二
十
六
年
度
の
営
農
計
画
書
作
成

協
議
が
、
一
月
十
七
日
か
ら
各
地
区
で
始

ま
り
ま
し
た
。

営
農
計
画
書
は
、
組
合
員
自
ら
が
今
年

一
年
間
の
農
業
経
営
の
収
支
計
画
を
お
こ

な
う
こ
と
で
、
組
合
員
が
将
来
の
営
農
設

計
を
立
て
る
上
で
大
切
な
仕
事
で
あ
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
、
組
合
員
の

将
来
の
営
農
計
画
を
と
も
に
協
議
し
、
共

有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
計
画

２０１4.２月号 №１８０

営農計画を作成していきました

議議議が始まりました議議が始まりまし議が始まりましたた議が始まりました
祈祈祈念して祈祈念し祈念してて祈念して

今月の主な記事
「今年も豊穣の秋を祈念して」

平成２６年度営農計画書作成協議が始まりました

２～３

平成２６年度農事部長・各専門部会役員合同会議

年金友の会「冬の温泉保養」を開催 ４

女性部合同研修会を開催しました

ＪＡオホーツク女性部大会に参加 ５

上湧別玉葱振興会第４３回定期総会

上湧別玉葱振興会青年部第３７回定期総会 ６

えんゆう地区ブロッコリー生産組合第２７回定期総会

青年部畑作専門部勉強会 ７

上湧別玉葱振興会青年部勉強会

平成２６年度春の牛ワクチン一斉接種地区別日程お知らせ ８

普及センターより ９

理事会のあらまし

退職者挨拶 １０

クロスワードパズル

エーコープより

読者の声 １１

いもたま作造くん １２



茎 ひざし ２０１４.２

を
立
案
し
、
農
畜
産
物
の
販
売
や
営
農
指

導
を
お
こ
な
っ
て
い
く
上
で
大
切
な
仕
事

で
も
あ
り
ま
す
。

会
場
で
は
、
訪
れ
た
組
合
員
各
位
が
担

当
の
Ｊ
Ａ
職
員
と
一
緒
に
自
分
の
販
売
出

荷
計
画
を
お
こ
な
い
、
今
年
一
年
間
の
収

支
計
画
を
立
て
て
お
り
ま
し
た
。

今
年
が
豊
穣
の
秋
と
な
り
、
組
合
員
各

位
に
と
っ
て
良
き
一
年
に
な
る
こ
と
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

営農計画書作成協議では組合員それぞれが担当者と協議して今年の

平平平成２６年度営農計画書作成協平平成２６年度営農計画書作成平成２６年度営農計画書作成協協平成２６年度営農計画書作成協
今今今年も豊穣の秋を今今年も豊穣の秋今年も豊穣の秋をを今年も豊穣の秋を
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が
始
ま
り
ま
し
た
。
宴
会
で
は
自
慢
の
カ
ラ
オ
ケ
と
舞
踊

等
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
は
、
農
協
観
光

と
ホ
テ
ル
大
雪
か
ら
も
景
品
の
提
供
が
あ
り
、
お
お
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

二
日
目
、
午
前
中
は
「
ス
ロ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
す
っ
か
り
慣
れ
た
様
子
で
競

技
に
い
ど
み
、
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
今
回
は
平
均
し
て
、
女
性
陣
が
好
ス
コ
ア
な
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

二
日
目
の
宴
会
で
は
、
ス
ロ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
表
彰

を
お
こ
な
い
、
カ
ラ
オ
ケ
と
舞
踊
を
時
間
の
許
す
限
り
披

露
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
余
興
の
司
会
に
は
上
湧
別

地
区
の
柳
沼
氏
と
片
岡
氏

に
務
め
て
い
た
だ
き
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

二
日
間
の
余
興
で
は
、

着
物
や
特
別
衣
装
に
着
替

え
て
の
舞
踊
な
ど
、
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
い
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、

景
品
提
供
を
い
た
だ
い
た

農
協
観
光
様
、
ホ
テ
ル
大

雪
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
参
加
さ
れ

た
皆
様
、
次
回
も
た
く
さ

ん
の
友
人
を
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
金
友
の
会
は
、
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
に
か

け
て
、
恒
例
行
事
で
あ
る
冬
の
温
泉
保
養
を
層
雲
峡
温
泉

「
ホ
テ
ル
大
雪
」
で
開
催
し
、
上
湧
別
地
区
四
一
名
、
遠
軽

地
区
二
三
名
、
丸
瀬
布
白
滝
地
区
一
〇
名
、
生
田
原
地
区

一
四
名
、
合
計
八
八
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
農
協
を
代
表
し
て
石
丸
常
勤
監
事
か
ら

「
常
日
頃
か
ら
の
農
協
事
業
に
対
す
る
ご
利
用
に
感
謝
し

ま
す
。
昨
年
は
農
作
物
も
全
般
的
に
良
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
今

回
の
温
泉
保
養
で
ゆ
っ
く
り
英
気
を
養
っ
て
い
た
だ
き
、

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
下
さ
い
」
と
会
員
各
位
を
ね
ぎ

ら
う
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
松
浦
会
長
の
乾
杯
で
宴
会

一
月
二
十
四
日
、
Ｊ
Ａ
本
所
に
お
い
て
、
平
成
二
十
六

年
度
農
事
部
長
・
各
専
門
部
会
役
員
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
議
は
、
中
川
組
合
長
の
開
会
挨
拶
後
、
別
室
に
て
各

専
門
部
会
に
よ
る
役
員
選
出
が
お
こ
な
わ
れ
、
平
成
二
十

六
年
度
の
各
専
門
部
会
役
員
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

（
役
員
名
簿
は
、
別
冊
を
ご
参
照
下
さ
い
。）

合
同
部
会
閉
会
後
は
、
懇
親
会
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
、

本
年
の
農
作
業
の
安
全
と
豊
穣
の
秋
を
祈
念
し
、
盛
会
の

う
ち
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

平平
成
二
十
六
年
度
農
事
部

平
成
二
十
六
年
度
農
事
部
長長
・・
各
専
門
部
会

各
専
門
部
会

役
員
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し

役
員
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
たた

農事部長・各専門部会役員会合同会議の様子

温温温
泉
に
浸
か
っ
て
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

温温
泉
に
浸
か
っ
て
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

温
泉
に
浸
か
っ
て
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！！

温
泉
に
浸
か
っ
て
心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

〜〜〜
年
金
友
の
会
冬
の
温
泉
保
養
を
開
催
し
ま
し
た
〜

〜〜
年
金
友
の
会
冬
の
温
泉
保
養
を
開
催
し
ま
し
た

〜
年
金
友
の
会
冬
の
温
泉
保
養
を
開
催
し
ま
し
た
〜〜

〜
年
金
友
の
会
冬
の
温
泉
保
養
を
開
催
し
ま
し
た
〜

参加者みんなで唄や踊り、スロットボール
などで大いに楽しみました



午前中はフラダンスで楽しく汗をかきました

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

の
森
久
美
子
氏
か
ら
「
外
か
ら
見
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
～

女
性
の
力
で
魅
力
を
発
信
概
～
」
の
題
目
で
講
演
が
あ
り
、

拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。

森
さ
ん
は
、
「
食
の
外
部
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
消
費
者

の
志
向
は
変
化
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
違
っ
た
視
線
と

発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
と
と
も
に
、「
オ

ホ
ー
ツ
ク
に
は
大
き
な
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

魅
力
を
女
性
の
力
で
ど
ん
ど
ん
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
、

女
性
部
員
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
作
品
展
に
様
々
な

作
品
を
展
示
し
、
家
の
光

記
事
活
用
作
品
展
で
屯
市

支
部
の
長
谷
川
美
香
さ
ん

が
作
っ
た
「
大
き
い
洗
濯

バ
サ
ミ
で
作
る
猫
の
可
愛

い
カ
ー
テ
ン
止
め
」
が
優

秀
賞
に
入
り
、
表
彰
さ
れ

る
な
ど
、
有
意
義
な
う
ち

に
二
日
間
の
大
会
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
は
、
一
月
二
十
九
日
か
ら
一
月

三
十
日
に
か
け
て
ホ
テ
ル
大
江
本
家
で
開
催
さ
れ
た
第
二

四
回
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
女
性
部
大
会
に
部
員
二
四
名
で
参

加
し
て
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
一
日
目
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
協
議
会

か
ら
海
外
視
察
研
修
や
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
の
報
告
を
受

け
、
管
内
他
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
の
組
織
活
動
体
験
発
表
、

家
の
光
記
事
活
用
体
験
発
表
を
聞
く
と
と
も
に
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
観
賞
し
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、
札
幌
市
出
身
で
作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
は
、
一
月
十
七
日
に
Ｊ
Ａ
本
所

で
合
同
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員
三
三
名
が
参
加
し
て
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
と
介
護
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
午
前
は
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ
Ｕ
Ｅ
Ｄ
Ａ
主
宰
の
上
田

純
子
先
生
を
講
師
に
招
い
て
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

最
初
に
上
田
先
生
と
助
手
の
方
に
お
手
本
を
見
せ
て
い

た
だ
い
た
後
、
踊
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
み
ん
な
で
実

践
し
て
み
ま
し
た
。
観
て
い
る
の
と
は
大
違
い
で
実
際
に

踊
っ
て
み
る
と
先
生
た
ち
の
よ
う
に
き
れ
い
に
踊
る
の
が

難
し
か
っ
た
で
す
が
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
あ

わ
せ
て
楽
し
く
踊
れ
て
、
一
足
早
い
常
夏
気
分
を
味
わ
い

ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ

ん
で
、
午
後
か

ら
は
介
護
セ
ン

タ
ー
み
ど
り
の

平
塚
道
浩
所
長

と
吉
田
美
由
樹

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
か
ら
、
介

護
に
つ
い
て
教

え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

次
回
に
つ
き

ま
し
て
も
趣
向

を
凝
ら
し
て
、

活
動
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
部

員
皆
様
の
ご
参

加
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

女女
性
部
合
同
研
修
会

女
性
部
合
同
研
修
会
をを

開
催
し
ま
し

開
催
し
ま
し
たた

家家
の
光
記
事
活
用
作
品
展
で
優
秀
賞
を
受

家
の
光
記
事
活
用
作
品
展
で
優
秀
賞
を
受
賞賞

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
女
性
部
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
女
性
部
大
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
たた

作品展では、屯市支部の長谷川美香さん（写真上）
の作品（写真下）が優秀賞に輝きました

蛍 ひざし ２０１４.２



新しく部長に就任した高嶋慎一さん（写真左）と
副部長に就任した中川悠一さん（写真右）
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開会挨拶をおこなう花木慶喜会長

部
と
し
て
も
様
々
な
事
業
を
お
こ
な
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
議
長
に
上
湧
別
南
兵
村
三
区

の
宍
戸
宏
光
氏
を
選
出
し
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
、
な
ら
び
に

平
成
二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予

算
を
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
お

こ
な
わ
れ
、
上
湧
別
北
兵
村
一
区

の
高
嶋
慎
一
氏
が
新
し
く
部
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
終
了
後
に
は
、
規

約
に
よ
り
本
年
度
で
青
年
部
を
卒

部
と
な
っ
た
三
名
の
部
員
、
そ
し

て
新
た
に
入
部
す
る
四
名
の
部
員

か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
拍
手
で
卒

部
と
入
部
を
祝
い
ま
し
た
。

閉
会
後
は
、
ビ
ー
フ
ラ
ン
ド
で

懇
親
会
を
お
こ
な
い
、
豊
穣
の
秋

と
農
作
業
の
安
全
を
祈
願
し
、
そ

れ
ぞ
れ
親
睦
を
深
め
つ
つ
散
会
と

な
り
ま
し
た
。

上
湧
別
玉
葱
振
興
会（
花
木
慶
喜
会
長
）

は
、
一
月
九
日
に
第
四
三
回
定
期
総
会
を

Ｊ
Ａ
本
所
で
会
員
五
二
名
が
出
席
の
も
と
、

湧
別
町
、
Ｊ
Ａ
、
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
青

果
課
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
遠

軽
支
所
か
ら
来
賓
各
位
を
ま
ね
い
て
開
催

し
ま
し
た
。

冒
頭
の
開
会
挨
拶
で
花
木
慶
喜
会
長
は
、

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
は
一
月
十

六
日
、
第
三
七
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所

で
部
員
二
二
名
が
出
席
の
も
と
、
各
関
係

機
関
か
ら
来
賓
各
位
を
迎
え
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

加
藤
聡
部
長
の
開
会
挨
拶
で
、
昨
年
の

玉
葱
の
作
況
状
況
を
振
り
返
っ
て
部
員
た

ち
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
「
振
興
会
青
年

「
昨
年
は
春
先
か
ら
長
雨
、
干
ば
つ
と
天

候
が
偏
り
、
玉
葱
の
生
育
管
理
を
始
め
と

し
て
何
か
と
苦
労
し
た
年
だ
っ
た
か
と
存

じ
ま
す
」
と
会
員
各
位
を
ね
ぎ
ら
う
と
と

も
に
、「
上
湧
別
地
区
は
収
量
減
や
品
質

低
下
を
最
小
限
度
に
抑
え
た
こ
と
か
ら
良

い
年
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
北
海
道
全
体

で
は
昨
年
の
干
ば
つ
に
よ
る
収
量
減
な
ど

で
海
外
か
ら
の
輸
入
が
増
加
し
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
全
員
で
よ
り

一
層
の
収
量
増
と
高
品
質
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
議
長
に
上
湧
別
南
兵
村

二
区
の
森
谷
満
久
氏
を
議
長
に
選
出

し
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
、
な
ら
び
に
平
成
二
十
六

年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
る
と
と
も
に
平

成
二
十
六
年
か
ら
新
た
に
玉
葱
栽
培

を
開
始
す
る
三
名
の
会
員
の
加
入
が

承
認
さ
れ
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
か

れ
、
互
い
に
昨
年
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
今
年
も
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
盛
会
の
う
ち

に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵鯵

上上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
がが

第
三
七
回
定
期
総
会
を
開

第
三
七
回
定
期
総
会
を
開
催催

上上
湧
別
玉
葱
振
興
会

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
がが

第
四
三
回
定
期
総
会
を
開

第
四
三
回
定
期
総
会
を
開
催催
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え
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組

合
（
平
野
寿
雄
組
合
長
）
は
、
一
月
一
四

日
に
第
二
七
回
定
期
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
で

組
合
員
四
六
名
が
出
席
の
も
と
、
湧
別
町
、

遠
軽
町
、
Ｊ
Ａ
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
遠
軽
支
所
か
ら
来
賓
各
位
を
ま
ね

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
開
会
挨
拶
で
平
野
寿
雄
組
合
長

は
、「
昨
年
度
は
六
四
二
二
六
ケ
ー
ス
を

出
荷
し
、
価
格
も
過
去
五
年
間
で
二
番
目

に
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

日
頃
か
ら
の
ご
努
力
に
感
謝
し
た
い
」
と

組
合
員
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
、「
青
果

市
場
で
は
、
え
ん
ゆ
う
地
区
の
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
を
指
名
買
い
す
る
業
者
も
お
り
、

「
も
っ
こ
り
ー
ず
」は
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。
今

後
も
消
費
者
と
市
場
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
も
、
出
荷
量
の
増
加
と
品

質
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
、
な
ら
び
に
平
成

二
十
六
年
度
の
事
業
計
画
・
収
支
予

算
を
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
終
了
後
は
、
懇
親
会
が
開
か

れ
、
互
い
に
昨
年
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
今
年
も
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
祈
念
し
て
、
盛
会
の
う
ち

に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

ええ
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合

え
ん
ゆ
う
地
区
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
組
合
がが

第
二
七
回
定
期
総
会
を
開

第
二
七
回
定
期
総
会
を
開
催催

開会挨拶をおこなう平野寿雄組合長

業
事
故
の
傾
向
を
知
る
と
と
も
に
家
族
で

取
り
組
む
安
全
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
義
で
は
、
畑
作
の
農
作
業
事
故
は
収

穫
時
期
の
八
月
か
ら
十
月
に
多
く
、
収
穫

作
業
だ
け
で
な
く
機
械
の
整
備
お
よ
び
脱

着
時
や
降
車
時
に
ケ
ガ
す
る
こ
と
も
多
い

こ
と
、
時
間
帯
は
十
時
と
十
五
時
が
多
く
、

長
時
間
連
続
し
た
農
作
業
時
に
事
故

が
発
生
す
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
樋

口
氏
は
「
急
ぐ
気
持
ち
も
わ
か
り
ま

す
が
、
事
故
防
止
の
た
め
に
一
定
時

間
農
作
業
を
し
た
ら
、
必
ず
休
憩
を

入
れ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
下
さ
い
」

と
話
す
と
と
も
に「
た
ぶ
ん
大
丈
夫
」

か
ら「
危
な
い
か
も
知
れ
な
い
！
」
に

意
識
を
チ
ェ
ン
ジ
し
て
農
作
業
事
故

防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
も
な
く
今
年
の
農
作
業
も
始
ま

り
ま
す
が
、
農
作
業
事
故
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
い
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作
専
門
部
は
一
月
十
六

日
に
Ｊ
Ａ
本
所
で
勉
強
会
を
開
催
し
、
部

員
一
二
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
網
走
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
遠
軽
支
所
の
樋
口
い
ず
み

専
門
普
及
指
導
員
か
ら
、「
遠
軽
地
域
の

農
作
業
事
故
の
現
状
」
に
つ
い
て
学
び
、

遠
軽
地
域
の
農
作
業
事
故
統
計
か
ら
農
作

農
作
業
事
故
防
止
の
安
全
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

青
年
部
畑
作
専
門
部
が
勉
強
会
を
開
催

樋口専門普及員から講義を受ける部員たち



ひざし ２０１４.２ 警

柳田主査から新品種の動向等を聞く部員たち 試
験
場
の
小
野
寺
主
査
と
柳
田
主
査
の
二

氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
事
例
発
表
を
お
こ
な
い
、

昨
年
試
験
し
た
玉
葱
栽
培
に
お
け
る
「
尿

素
の
葉
面
散
布
」
の
試
験
結
果
と
考
察
に

つ
い
て
部
員
の
中
村
和
善
さ
ん
が
発
表
し
、

発
表
内
容
の
確
認
と
精
査
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
北
見
農
業
試
験
場
の

小
野
寺
主
査
か
ら
「
た
ま
ね
ぎ
畑
の

管
理
」
と
「
リ
ン
酸
減
肥
技
術
」、
柳

田
主
査
か
ら
は
「
た
ま
ね
ぎ
に
関
す

る
近
年
の
研
究
開
発
動
向
」
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
て
い
た
だ
き
、

玉
葱
の
生
育
に
か
か
わ
る
効
果
の
高

い
施
肥
手
法
や
新
開
発
品
種
の
動
向

な
ど
、
最
新
の
技
術
情
報
を
学
び
、

有
意
義
な
う
ち
に
勉
強
会
を
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
は
、
一
月

十
日
に
Ｊ
Ａ
本
所
で
勉
強
会
を
開
催
し
、

十
六
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
二
月
に
開
催
さ

れ
る
北
見
地
区
玉
葱
研
究
会
の
事
例
発
表

を
事
前
確
認
す
る
と
と
も
に
、
北
見
農
業

上上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
がが

勉
強
会
を
開

勉
強
会
を
開
催催

この度、下記日程で遠軽町内全域の牛ワクチン一斉接種を予定しておりますので、
各位にお知らせ申し上げます。なお、個別詳細等につきましては、頭数とりまとめ
後に送付いたします。
今後とも、ワクチン接種に対するご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。

～遠軽町家畜自衛防疫組合より～

平成２６年度春の牛ワクチン一斉接種地区別日程表

３ 班２ 班１ 班時 間日 程

生田原
（八重・岩戸）

生田原
（伊吹・岩戸・生田原）

午前
３月１３日（木）

生田原
（水穂・安国）

生田原
（清里）

生田原
（清里）

午後

丸瀬布
（上丸・金山）

白滝午前
３月１４日（金）

生田原
（豊原）

丸瀬布
（上武利・金山・中町）

白滝午後

遠軽
（栄野・若松）

遠軽
（向遠軽・東町）

午前
３月１７日（月）

白滝
（育成センター）

遠軽
（社名渕・美山・留岡）

遠軽
（東町・豊里・清川）

午後

遠軽
（湯の里）

午前
３月１８日（火）

遠軽
（学田・若咲内）

午後
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さ
れ
た
専
用
の
製
造
施
設
・
販
売
施
設

が
必
要
で
す
（
既
存
施
設
の
活
用
も
場

合
に
よ
っ
て
は
可
）。

原
則
と
し
て
許
可
業
種
ご
と
に
専
用

の
施
設
が
必
要
で
す
。

食
品
衛
生
責
任
者
の
設
置

営
業
施

設
に
は
、
営
業
者
が
自
主
的
に
施
設
の

衛
生
管
理
を
行
う
た
め
に
食
品
衛
生
責

任
者
を
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
（
講
習
会
の
受
講
に
よ
っ

て
取
得
可
能
）。

衛
生
上
、
特
に
注
意
の
必
要
な
乳
・

肉
製
品
は
、
食
品
衛
生
管
理
者
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

３

許
可
取
得
ま
で
の
な
が
れ

臼
計
画

ま
ず
は
製
品
の
種
類
や
製
造

量
、
ど
の
よ
う
な
施
設
で
製
造
す
る

か
を
計
画
し
ま
す
。

渦
保
健
所
へ
事
前
相
談

施
設
の
建
設

前
に
必
ず
最
寄
り
の
保
健
所
（
紋
別

保
健
所
遠
軽
支
所
）
へ
相
談
し
、
製

造
・
販
売
が
で
き
る
施
設
か
ど
う
か

を
確
認
し
ま
す
。

嘘
営
業
許
可
申
請
（
保
健
所
へ
）。

唄
施
設
検
査
・
許
可

保
健
所
の
検
査

が
終
了
後
、
営
業
が
許
可
さ
れ
製
造

・
販
売
を
始
め
ら
れ
ま
す
。

４

コ
ス
ト
を
考
え
ま
し
ょ
う

販
路
や
生
産
の
原
価
、
継
続
の
た
め

の
利
益
を
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

良
い
製
品
を
安
全
な
施
設
で
加
工
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

１

農
畜
産
物
を
加
工
・
販
売
す
る
に
は

農
畜
産
物
を
加
工
し
販
売
を
す
る
こ

と
は
、
地
域
の
生
産
物
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
付
加
価
値
を

つ
け
る
一
つ
の
手
段
と
し
て
と
て
も
有

効
で
す
。

し
か
し
、
実
際
に
製
造
・
販
売
を
行

う
た
め
に
は
、
食
品
衛
生
法
に
基
づ
く

許
可
が
必
要
で
す
（
販
売
だ
け
で
も
許

可
が
必
要
な
加
工
品
も
あ
り
ま
す
）。

ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
・
目
標
を

も
っ
て
取
り
組
む
の
か
を
じ
っ
く
り
考

え
ま
し
ょ
う
。

２

ど
の
よ
う
な
準
備
が
必
要
か
？

施
設

住
居
部
分
と
完
全
に
区
分
け

一

「
土
づ
く
り
」
は
安
定
生
産
の
鍵

畑
作
物
安
定
生
産
の
鍵
の
１
つ
は
、

「
土
づ
く
り
」で
す
。
地
力
の
消
耗
し
て

い
る
ほ
場
の
有
機
物
還
元
は
、
次
年
度

の
生
産
力
向
上
・
地
力
維
持
対
策
の
基

本
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
連
作
や
短
期

輪
作
が
続
く
ほ
場
で
は
、
土
壌
病
害
な

ど
の
発
生
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
昨
年
の
よ
う
な
少
雨
年
で
は
土

壌
の
保
水
力
向
上
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

堆
肥
の
投
入
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

有
機
物
供
給
や
土
壌
の
物
理
性
・
化
学

性
・
生
物
性
の
改
善
に
加
え
、
土
壌
病

害
虫
の
発
生
抑
制
効
果
も
期
待
で
き
る

緑
肥
の
導
入
が
お
す
す
め
で
す
。
作
付

品
目
に
応
じ
た
緑
肥
を
組
み
合
わ
せ
、

土
づ
く
り
の
た
め
の
輪
作
体
系
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

二

緑
肥
を
組
み
合
わ
せ
た
輪
作
体
系

緑
肥
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
前
後
作
の
組
み
合
わ
せ
が
重
要
で

す
。
土
壌
改
良
・
病
害
虫
対
策
な
ど
ほ

場
の
優
先
順
位
と
緑
肥
の
効
果（
表
１
）

を
確
認
し
た
う
え
で
作
付
計
画
を
立
て

ま
し
ょ
う
。

三

休
閑
緑
肥

主
に
、
秋
ま
き
小
麦
の
は
種
前
に
栽

培
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
力
増
強
と
排
水

性
改
善
効
果
が
期
待
さ
れ
る
品
目
の
作

付
が
一
般
的
で
す
。
春
か
ら
夏
に
か
け

て
栽
培
さ
れ
る
こ
と
か
ら
生
育
が
旺
盛

で
Ｃ
／
Ｎ
比
が
高
ま
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
Ｃ
／
Ｎ
比
が
高
い
品
目
の
次
作
物

は
窒
素
飢
餓
に
留
意
が
必
要
で
す
。

四

後
作
緑
肥

主
に
秋
ま
き
小
麦
収
穫
後
に
え
ん
麦

・
え
ん
麦
野
生
種
・
ひ
ま
わ
り
・
シ
ロ

普及センターより

畑

作

農

家

経

営

～
緑
肥
を
活
用
し
た
土
づ
く
り
を
～

カ
ラ
シ
・
チ
ャ
ガ
ラ
シ
・
ヘ
ア
リ
ー
ベ

ッ
チ
な
ど
を
栽
培
し
ま
す
。
後
作
に
よ

っ
て
栽
培
品
目
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
収
穫
後
た
だ
ち
に
は
種
し
、
生

育
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
方
、
排
水
不
良
ほ
場
で
の
作
付
は
、

緑
肥
の
生
育
を
阻
害
す
る
た
め
十
分
な

生
育
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
効

果
が
得
ら
れ
に
く
く
な
り
ま
す
。
良
好

な
条
件
下
で
の
は
種
が
大
切
で
す
。

表１ 営業許可の種類（一部抜粋） 農
畜
産
物
の
加
工
品
の
製
造
・
販
売

～「
許
可
」な
し
は
違
反
で
す
～

Ｃ／Ｎ比作付効果

作物名科名 後作
緑肥

休閑
緑肥

土壌病害菌根菌
センチュウ

透排水
性改善

物理性
の改善

窒素
効果

空中窒
素固定

有機物
供給

ダイズ
シスト

キタネコブ
キタ
ネグサレ

１５〜２０２０〜３０いもそうか病○×◎×○○◎えん麦

イネ科
１５〜２０２０〜３０いもそうか病、小豆落葉病○×◎◎○○◎えん麦野生種

１５〜２５○×◎×○○○ライ麦
２０〜３０（秋小前作）小豆落葉病◎×◎×○◎◎とうもろこし
２０〜３０（秋小前作）○×◎×○◎◎ソルゴー
１１〜１５（秋小前作）◎◎××○○◎◎○アカクローバ

マメ科 −１５〜２０◎◎××○◎◎クリムゾンクローバ
１０〜１５１０〜１５◎×××◎◎ヘアリーベッチ
１２〜２０１５〜２５×××○○○シロカラシ

アブラナ科
てんさい根腐病など×××○○○チャガラシ

１５〜２０２０〜４０◎×××○◎◎ひまわりキク科

表１ 緑肥作物の種類と作付効果について（北海道緑肥作物等栽培利用指針一部改変および雪印種苗カタログより）

※１ ◎：非常に効果がある、○：効果がある、×：センチュウを増やす
※２ Ｃ／Ｎは、おおよその目安。生育期間によって違いがある。

製造品の例・内容業

一般食堂・料理店飲食店営業

酒類以外の飲食を提供喫茶店営業

ケーキ・クッキー菓子製造業

アイスクリームアイスクリーム類製造業

バター・チーズ・はっ酵乳乳製品製造業

ハム・ソーセージ食肉製品製造業

揚げ物・焼き物などそうざい製造業

ジャムかん詰またはびん詰食品製造業

たくあん漬物製造業

生乳を牛乳に加工乳処理業
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第
一
一
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
農
事
部
懇
談
会
の
主
な
意
見
・
要
望

に
つ
い
て

二
．
職
員
の
退
職
に
つ
い
て

三
．
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に

つ
い
て

四
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

五
．
小
麦
・
特
作
部
会
開
催
結
果
に
つ
い

て

六
．
経
済
委
員
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

◇
議

案

一
．
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
期
中
監
査
に
お

け
る
「
改
善
を
要
す
る
事
項
」
に
対

す
る
回
答
書
の
提
出
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

二
．
平
成
二
十
五
年
度
自
己
査
定
に
係
る

土
地
価
格
評
価
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

三
．
平
成
二
十
五
年
度
小
麦
・
甜
菜
の
販

売
手
数
料
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

四
．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
お
よ
び
減
口
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

五
．
規
程
類
の
制
定
お
よ
び
一
部
改
訂
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

六
．
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

七
．
組
合
員
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

第
一
二
回
理
事
会

（
平
成
二
十
六
年
一
月
七
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
貯
金
特
別
推
進
の
結
果
に
つ
い
て

二
．
平
成
二
十
五
年
度
ク
ミ
カ
ン
年
末
整

理
状
況
に
つ
い
て

第
一
三
回
理
事
会

（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
八
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
農
事
部
長
・
部
会
役
員
合
同
会
議
の

結
果
に
つ
い
て

二
．
決
算
処
理
要
領
お
よ
び
日
程
と
手
順

に
つ
い
て

三
．
債
権
の
償
却
に
つ
い
て

四
．
組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

五
．
エ
ー
コ
ー
プ
富
美
支
店
の
営
業
譲
渡

に
つ
い
て

六
．
固
定
資
産
（
土
地
）
の
賃
借
に
つ
い

て

◇
議

案

一
．
平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
基
本
方

針
・
重
点
実
施
事
項
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

二
．
平
成
二
十
六
年
度
固
定
資
産
・
償
却

資
産
の
取
得
計
画
に
つ
い
て

理

事

会

の

あ

ら

ま

し

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

何
か
と
ご
多
忙
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
去

る
平
成
二
十
五
年
十
二
月
末
日
を
も
ち

ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
よ
り
金
融
課
中
湧
別
支

所
係
と
し
て
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

こ
の
間
に
は
組
合
員
の
皆
様
を
始
め
、

役
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

在
職
中
に
つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
に

数
々
の
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
が
ら
も
、

至
ら
な
い
私
に
ご
指
導
と
温
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の

ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て
え
ん
ゆ
う

農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ

כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ
כ

退
職
者
挨
拶

安 藤 美 穂

金融課中湧別支所係

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

三
．
平
成
二
十
六
年
度
職
員
給
与
の
定
期

昇
給
お
よ
び
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

四
．
平
成
二
十
六
年
度
貸
付
金
利
率
の
最

高
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

五
．
平
成
二
十
六
年
度
理
事
に
対
す
る
資

金
（
貯
金
・
共
済
担
保
）
の
貸
付
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

六
．
平
成
二
十
六
年
度
役
員
と
組
合
の
取

引
基
準
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

七
．
平
成
二
十
六
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

八
．
平
成
二
十
五
年
度
内
部
監
査
報
告
お

よ
び
平
成
二
十
六
年
度
内
部
監
査
計

画
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

九
．
組
合
員
の
資
格
審
査
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

十
．
マ
イ
カ
ー
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

十
一
．
定
款
十
八
条
第
二
項
に
よ
る
出
資

金
持
分
譲
受
け
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

十
二
．
債
務
保
証
委
託
申
込
に
伴
う
外
部

出
資
取
引
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

十
三
．
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た



〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ２月２５日（火）

１２月号の答えは「フクジユソウ」でした。
２０１４年が皆さんにとって良い年である
ことをご祈念申し上げます。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

神
棚
に
供
え
る
緑
色
の
葉

３

前
の
反
対
側

５

梅
干
し
を
見
る
と
飲
む
人
も

６

親
鳥
が
温
め
る
も
の

７

端
っ
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん

９

「
駅
か
ら

３
分
だ
よ
」
「
近
い
ね
」

旧
暦
３
月
の
異
称

１１

３
月
３
日
は

の
節
句

１３

英
語
で
東
は
イ
ー
ス
ト
、
西
は

１５

大
正
の
一
つ
前

１７

日
本
で
は
多
く
の
人
の
利
き
手
は
こ
ち

１９

らＨ
２
Ｏ
や
Ｃ
Ｏ
２
の
Ｏ

２０

洋
装
の
花
嫁
が
お
色
直
し
で
替
え
る
も

２１

の

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

大
学
芋
や
芋
け
ん
ぴ
の
材
料

２

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
も
ポ
シ
ェ
ッ
ト
も
こ

れ
の
仲
間

３

平
成

年
の
え
と
は

２６

４

職
場
に
行
っ
て
こ
な
す
も
の

６

武
士
は
食
わ
ね
ど

８

工
具
や
農
機
具
を
し
ま
っ
て
お
く
建
物

漢
字
で
は
時
鳥
、
不
如
帰
な
ど
と
書
く

１０

鳥一
生
で
一
番
高
い
買
い
物
だ
と
い
わ
れ

１２

ま
す

豆
腐
と
絹
ご
し
豆
腐

１４

春
の
小
川
の
ほ
と
り
に
咲
き
そ
う
な
花

１６

海
岸
で

釣
り
を
楽
し
む

１８

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

遠 軽 町 見 晴

湧 別 町 豊 里

札 幌 市 東 区

西塚 理恵 さん
前島 心 さん
河村 英勝 さん

２０

Ｄ

４

Ｃ

２１

６

１１

Ａ

１４

１９

１３

１８

１

２

７

１２

１７
Ｂ

５

８

９

１５

１６

鶏 ひざし ２０１４.２

Ｅ

３

１０

読
者
の
声

二
十
六
年
度
、
午
の
年
で
す
。
き
っ

う
ま

と
良
い
年
に
な
る
事
を
念
願
い
た
し

ま
す
。

（
匿
名
）

白
馬
が
空
へ
と
駆
け
上
が
る
よ
う

に
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

主
人
と
二
人
で
今
年
も
ま
わ
り
の

仲
間
や
農
協
の
職
員
の
方
々
に
お
世

話
に
な
っ
て
無
事
年
越
し
が
出
来
て

良
か
っ
た
ね
と
感
謝
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

来
年
も
ご
迷
惑
か
け
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
良
き
ア
ド
バ
イ
ス
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

こ
ち
ら
こ
そ
い
つ
も
お
便
り
を

送
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
色
ん
な
話
を
聞
か

せ
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
今
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

娘
た
ち
の
手
助
け
を
借
り
な
が
ら
、

が
ん
ば
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
届

く
「
ひ
ざ
し
」
を
見
な
が
ら
、
故
郷
を

な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

（
匿
名
）

こ
ち
ら
こ
そ
遠
く
か
ら
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

エーコープ富美店のリニューアルオープンと
エーコープ開盛店の閉店について

このたび、エーコープ富美店ならびに開盛店を運営して
きた平間商店が営業終了したのにともない、エーコープ富
美店は新たにＪＡの直営店として営業することとなり、２
月１４日にリニューアルオープンいたします。
また、エーコープ開盛店につきましては、長年地域の皆
様にご愛顧をいただきましたが、建物の老朽化もあり、１
月１８日をもって閉店させていただきました。
今後ともエーコープならびにＪＡに対してご高配たま
われば幸いに存じます。
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